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感染分子解析学分野 
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

西田教行・教授 日本医療研究開発機構 分担 日本医療研究開発機構研究費（難治性疾患実

用化研究事業） 
プリオン感染試料中の薬物濃度分析及びプ

リオン病早期診断法の開発研究 

西田教行・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政

策研究事業） 
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関

する調査研究 

西田教行・教授 日本医療研究開発機構 代表 日本医療研究開発機構研究費 感染症研究

革新イニシアティブ（J-PRIDE） 
薬剤耐性 RNA ウイルス出現予測法の確立と

迅速制御のためのインシリコ創薬 

石橋大輔・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
プリオン病分子病態の解明：新規治療法の開

発に向けたインターフェロンシステムの解

析 

中垣岳大・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費助成事業 若手研究（B） 
孤発性クロイツフェルト・ヤコブ病に対する

集学的治療法の確立 

布施隆行・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費助成事業 挑戦的研究（萌芽） 
非侵略性検体（血液、尿）から異常型タウタ

ンパク質の特異的な増幅法の開発 

西田教行・教授 ロート製薬株式会社 QuIC 法を用いた脂肪由来幹細胞の異常プリ

オン発現解析 
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氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

西田教行・教授、

石橋大輔・准教授、

中垣岳大・助教 

プリオン病予防・治療剤 平成 28 年 
8 月 31 日 

 特願 2016-170349 

西田教行・教授、

布施隆行・助教 
α－シヌクレイン検出方法 平成 28 年 

11月 29日 
 特願 2016-231861 

西田教行・教授、 キノリノン化合物および抗 RNA ウイルス治

療薬 
平成 29 年 

3 月 31 日 
 特願 2017-72230 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

西田教行・教授 非常勤講師（微生物学） 宮崎大学 

石橋大輔・准教授 非常勤講師（微生物学、薬理学） 長崎玉成高等学校 衛生看護科 

 


